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◉脊柱管狭窄症とは
背骨には、脊柱管と呼ばれるトンネル状の構造があ
り、その中を脳から続く神経の束が通っています。こ
の脊柱管がさまざまな原因によって狭くなるのが脊柱
管狭窄症です。脊柱管狭窄症は脊柱が狭窄している部

けい

位によって、頚部脊柱管狭窄症、胸部脊柱管狭窄症、
腰部脊柱管狭窄症、広範脊柱管狭窄症に分けられます。

ざ

最も多い狭窄部位は腰部で、坐骨神経痛や後で述べる
かんけつせいは こ う

間欠性跛行の原因となります。
◉脊柱管狭窄症の原因
脊柱管狭窄症のもっとも重要な原因は加齢です。加

じんたい

齢によって骨が変形したり、背骨の周りの靱帯が厚く
なったりすると、脊柱管が狭くなり神経を圧迫します。
一方で、生まれつき脊柱管が狭かったり、成長の過程
で脊柱管が狭くなるような変化が起こったりする場合
もあります。
◉脊柱管狭窄症の症状
代表的な症状は手や足のしびれや痛み、つっぱり感、
指の細かな動作のしにくさ、歩行の不自由さなどです。
進行すると、運動障害が悪化するとともに排尿障害な
どを引き起こし、日常生活に支障をきたすことがあり
ます。
症状は左右両側に出ることもあれば、片側だけの場
合もあります。また、首より下の高さで狭窄が起こっ
ている場合は、通常手の症状はありませんが、頚部で
狭窄が起こると手の症状と歩きにくさなど足の症状の
両方が出ることがあります。
間欠性跛行は、腰部脊柱管狭窄症に特徴的な症状で
す。これは、歩き続けていると症状が悪化して歩けな
くなり、前かがみになってしばらく休むと症状が和ら
いでまた歩けるようになる状態を指します。腰部の脊
柱管狭窄症では、背骨を伸ばすと脊柱管がより狭く
なって神経の圧迫が強くなるために、このような症状
が現れます。病気が進行すると、連続して歩ける距離
や時間が次第に短くなっていきます。
◉脊柱管狭窄症の診断
脊柱管狭窄症は、病歴の問診や身体診察とあわせて

画像による診断が用いられます。画像検査には主に
MRI という磁気を用いた撮像装置が用いられます。
MRI 検査によって、背骨の変形、骨折、椎間板ヘル
ニアなど骨の異常の有無や神経が圧迫されている様子、
圧迫の重症度などを評価することができます。
◉脊柱管狭窄症の治療
脊柱管狭窄症の治療には、大きく分けて保存療法、

手術療法の2つがあります。日常生活に問題があまり
ない場合には、慎重に経過観察をしながら保存療法が
行われます。日常生活への支障が大きい場合には手術
が検討されます。
●保存療法
保存療法は、運動療法やリハビリテーション、コル

セットなどを用いる方法のほか、薬物療法やブロック
注射などがあります。薬物療法では外用薬として消炎
鎮痛剤を用いるほか、内服薬として鎮痛薬や抗炎症薬、
神経の血流をよくするための血管拡張剤などが用いら
れます。ブロック注射とは、神経組織の周りに局所麻
酔薬を注射することで痛みを軽減する方法です。
●手術療法
手術では全身麻酔のもと、狭窄の原因となっている

骨や靱帯を一部取り除きます。手術によって神経の圧
迫を軽減することができ、症状が改善します。また、
背骨が変形していたり関節が不安定になったりしてい
る場合には、固定させるための手術を行うこともあり
ます。手術の内容によっては内視鏡手術が選択される
場合もあります。
◉まとめ
脊柱管狭窄症は、脊柱管が狭くなることで神経が圧

迫されてさまざまな痛みやしびれ、運動障害を引き起
こす病気です。加齢が主な原因ですが、早期の診断と
適切な治療により、症状を改善することが可能です。
生活の質を維持するためには、医師と相談しながら、
自分に合った治療法を選ぶことが大切です。

日曜・休日に実施している医療機関
月日 場所 施 設 名 科 目 電話（048） 場所 施 設 名 科 目 電話（048）
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1 志木 いわさき内科・
循環器科 内、循内 486-4622 朝霞 伊藤耳鼻科

クリニック 耳 486-0087

8 新座 堀ノ内クリニック 内 483-2222 朝霞 ひざと腰の
整形外科 整外、リハ 424-8399

15 朝霞 青柳診療所 内、消内 465-5077 志木 かとう整形外科・リ
ハビリテーション科 整外、リハ 486-3770

22 和光 田中医院 内 461-2060 志木 志木北口
クリニック 心内、精、神 471-2661

29 朝霞 新谷医院 循内、内、
消内 461-3238 新座 いしもと脳神経

外科・内科 脳外、内 483-7111

日曜日、祝日に
開局している
薬局
下のコードから
確認できます。

脊柱管狭窄症とはわたくしたちの健康
す だ よし お

朝霞地区医師会 須田 義朗
☎464-4666

午前10時～午後4時

※当番医は変更になる場合があります。確認してからお出かけください。
救急医療のお問い合わせ
●埼玉県南西部消防局 ☎460-0123 ●埼玉県救急電話相談 ♯7119（全国共通ダイヤル）または☎048-824-4199（ダイヤル回線、ＩＰ電話）
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